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介護のしごと体験事業（「ナゾとき・カイゴ」の普及）

　　(福祉長寿局介護保険課)

１　趣旨・目的

核家族化などにより若い世代が高齢者と触れ合う機会が少ない中、介護職に対するマイナスイメージ情報の影響によって、介護職に就くことを敬遠する傾向があるため、まずは介護の仕事を理解してもらうことが必要である。

そこで、介護職の体験等を通して、学童期の段階から介護に関する理解を深めるとともに、興味・関心を高めることで将来の介護分野を担う人材としての育成を図る。
令和６年度からは、市町及び事業所等が主体となって行う介護の仕事の理解促進を支援していく。

２  概要

令和５年度、小学生の親子を対象とした介護のしごと体験プログラム「ナゾとき・カイゴ」について、市町・介護事業所等が実施主体となって、外部会場や介護事業所内で独自に実施できるよう、プログラムの実施マニュアル及び説明動画を作成した。

今後、プログラムの実施を希望する事業所を募り、マニュアルや説明動画、イベント実施のための装飾物品の貸出し等を行い、市町及び県内事業所等へプログラムの普及を進め、学童期の子ども及び保護者の介護の仕事の理解促進を図る。
	　
概要
	謎解き体験を通して介護の仕事を学ぶ体験型プログラム

	対　象
	小学生と保護者（想定は３～４年生）

	参加人数
	事業所内で開催（事業所型）　：親子３～５組程度

会議室等で開催（イベント型）：親子最大15組

	所要時間
	２時間（全プログラムを実施の場合）

	プログラム内容
	参加小学生が、「ナゾときカイゴ探偵団」の新人探偵として、超高齢社会を支えるカイゴ・パワーのナゾを調査

・高齢者及び介護に関する事前学習（クイズを通して介護を理解）

・介護の職場見学・仕事紹介（施設内見学又は動画視聴）

・介護技術体験（車椅子体験、立ち上がり介助体験等）

・介護職員へのインタビュー

・「調査報告」アンケート記入

	特徴
	・介護事業所・市町・団体等での自主開催が可能

・プログラムの一部を既存イベントへ取り入れることも可能

	県の支援
	実施マニュアル、説明動画、装飾物品等の提供
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